
【主な調査項目】
・現在のこころとからだの健康状態について
・生活習慣について（食生活、睡眠、喫煙、飲酒、運動）
・最近の行動について
・現在の生活状況、人とのつながりについて（「一般」）など

【回答後の対応】
回答内容から、支援が必要と思われる方には「こころの健康支援チーム」の

臨床心理士、保健師、看護師等からお電話をさせていただき、こころの健康や
生活習慣に関する問題についてアドバイスや支援を行っています。
また、継続した支援が必要と思われる方には、地域の登録医師や市町村、ふ

くしま心のケアセンターと連携し、継続的なケアを行っています。

【対象者】
震災時に避難区域等に住民登録があった方、約21万人。
〔年齢区分〕0～3歳、4～6歳、小学生、中学生、一般（16歳以上）の５つ

【調査方法】
対象者の年齢区分に応じて、調査票（自記式または保護者回答）を作成し
配布する
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市町村やふくしま心のケアセンターとの連携による、継続的な支援

【登録医師】
災害時におけるメンタル
ヘルスや放射線医療に関
する講習会を受講してい
る、精神科・小児科等の
医師。平成26年12月末
現在、83医療機関に143
名の登録医師がいます。

○文書をお送りした方は
平成23年度1万1,964人
平成24年度1万968人

○電話によるケアは
平成23年度 のべ8,366人 約1,394時間
平成24年度 のべ6,877人 約1,173時間
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